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縦十六• 三センチ、横十センチ、黒皮表装で、横卦八十葉百六十ページ
になる小型ノートが、ここに島村抱月『滞独帰朝日記』と名づけるものの
原型である。早稲田大学図書館蔵するところの抱月自筆日記の一冊で、本
稿はそれを可能な限り原型に近く翻刻したものである。
表紙には題字が無く、扉に当たる第一ページに縦書きで 「日記帖牙三明
治舟七年／六月より」とある。「渡英滞英日記」として知られる日記帖第一・
第二に続くものであることをそれは示している。本文は、六月一日、まだ
英国に在る日から始まり、七月十八日の独逸（抱月は「独乙」の表記を常用）
に入ってから翌明治三十八年(-九0五）六月七日出国するまでの約十ーカ
月にわたる滞独生活を記録し、そして羅馬、巴里などの旅を経て倫敦に戻
り、七月二十六日サザンプトン出港、九月十二日横浜着、東京牛込喜久井
町の自宅に帰り、「満三年半と五日の欧州留学了る、」と書き留めて閉じ ら
れている。本文は以上だが、そのあと十九葉の空白部分が続き、末尾に見
開きニページの「土産の順」や抽出し造りの寸法図など四葉を加えたもの
がこの日記帖のすべてということになる。
島村抱月（明治四年＜一八七ー〉一大正七年＜一九一八＞）は、本名瀧太郎、
現島根県浜田市郊外に鉄山を経営していた佐々山家の長男として生い立っ
た。明治二十三年(-八九0)早稲田大学の前身東京専門学校政治科に入学
したが、出生当時、すでに家業が失敗に終わり没落状態にあったことで、
遊学の資を検事島村文耕に仰がねばならなかった。政治科への入学は島村
家の意を迎えてのことであったと見られるが、島村家に養子入籍すること
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を条件に、二十四年十月、あらためて同校文学科に入学することになり、
同科を主宰していた坪内逍逝の知遇を受ける縁を得た。明治二十七年(-八
九四）卒業後、逍遥の世話で「早稲田文学」記者となったのを機に、美学評
論を中心に気鋭の執箪活動を展開し、三十年四月からは同窓だった後藤宙
外らと「新著月刊」を創刊して小説にも手を染めた。一方、三十一年四月
には、「美辞学」や「西洋美学研究」などで母校の講壇に立つことになり、
その間の研究は、明治三十五年の『新美辞学』に結実して、高田早苗• 坪
内逍遥らを継承する早稲田美辞学の樹立に貢献することになった。そして
この年二月、二年前文学科初の留学生となった金子馬治に続き、英国留学
の機会を与えられたのである。
明治三十五年(-九0二）三月八日、抱月は東京牛込甲良町の自宅を出、
横浜出港の讃岐丸で英国に向かった。五月七日ロンドン着。当時ロンドン
にはやはり留学中の夏目漱石が滞在していた。同年十二月漱石が帰国の途
につくまで両者は半歳ほど同じ場所にいたわけであるが相合うことはなか
った。抱月は以後、メトロポリタンスクールやオクスフォード大学などで
学び、各地への旅行を含め、演劇• 音楽、そして教会通い等々の留学生活
を過ごす。出発前の歓迎会における挨拶で「欧州文明の背景」を見味わっ
て来たいと述べた通りに、広く文化の諸相に触れつつ充実した日々を送る
ことになった。晴れがましいその出立の日から、そうした英国での生活を
綴った日記が早稲田大学図書館に残されたが、その存在を知り、これを「渡
英滞英日記」として公にしたのは、抱月研究の先駆的役割を担った川副国
基である。森鴎外• 夏目漱石• 永井荷風らの渡航日記と対比する視点をも
含めたその論考は、抱月研究最初の著書として正宗白鳥や青野季吉らの讃
辞を受けた『島村抱月』（昭和二十八年四月 早稲田大学出版部）の中枢を占
め、さらにその代表的著作『日本自然主義の文学』（昭和三十二年二月 誠信
書房）に収められた。加えて後著には、前著刊行時に、本間久雄の許に在る
ことが知れた、抱月第三の海外日記「滞独帰朝日記」についての考察が合
わせ収録され、ひろく学界に紹介する功が果たされた（考察の初出は、「学術
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研究」第二号〈昭和二十九年一月 早稲田大学教育学部編〉の「抱月の滞独帰朝
日記について」）。
「滞独帰朝日記」にかかる川副の考察は、「かなり満足に近いものであった」
と見られる英国での留学生生活に対し、独逸留学は肌合いの違いもあって
必ずしも快適なものでなかったことを掘り起こし、そこに後年の抱月の心
を占めた「人生へのアンニュイ」を予見しているなどの点で注目された。
即ちこの滞独日記から大観的に抱月の独逸時代を窺うと、そこには前の英国
時代の精神の昂楊、緊張に比べてなんとなしに沈滞、弛緩したものが感じられ
る。たとえば英国時代にあれほど熱心に記された学問研究関係のことが殆ど記
されていない。故国へ送る感想随箪類の執箪もあまりなかったようである。な
にか一種の暗鬱さが全体に感じられる生活である。
その裏づけを川副は日記を例証しながら示しているが、それを括って次
のように述べている。
英国時代に比べてこの独逸時代には著しく沈鬱なものが感ぜられる。このこ
とは独逸的なものとの肌の合わなさや、また経済的事情から来ていることも考
えられはするが、また抱月の精神のおのずからなる推移であったであろう。帰
朝後の抱月の文芸観の上に深く影を落している冷めたい虚無的なものが、この
頃から隠見して来ているように思われる。
演劇への異常な熱心さは英国時代と異なるところはなかった。美学、美術へ
の関心も深かった。これらは帰朝後の抱月の文芸活動の上に大きな寄与を与え
るものであった。むしろ、帰朝後の抱月の文芸活動の方面をこれらのことが暗
示しているとさえいってよろしかろう 。一
三十八年九月十二日に帰国した抱月は、翌三十九年一月に復刊された第
二次 「早稲田文学」の編集主幹として文壇に復帰する。三十一年十月に休
刊して以来、主宰者だった逍造のもとには、その復刊を担うべく申し出る
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者があいついだ。しかし逍遥はこれを許さなかった。留学中の抱月の帰国
に期待していたことは、その間の事情を辿って明らかだが、それにしても、
わずか帰国後三カ月足らずの間に、復刊に漕ぎつけた抱月の努力は驚嘆に
値するとさえ言える。しかもその巻頭に彼は、出発前の約束に違うことな
く、 「欧州文明の背景」を見味わった成果としての 「囚はれたる文芸」を発
表している。留学中、ヨーロッパを席捲したナチュラリズムの退潮を目の
あたりにしてきた抱月は、この帰朝報告の中で、ネオロマンチシズムの到
来を予見していた。該博な勉強の成果をうかがわせる、抱月としては自信
に満ちた報告だったはずだが、 しかも彼は、ほどなく、島崎藤村の『破戒』
（明治三十九年三月）、すなわち日本自然主義文学の台頭を、まさに「我が文
壇に於ける近来の新発現」として、あらためて確認せざるを得なくなる。
その結果彼は、新たに、 リー ドする「早稲田文学」を拠点として自然主義
理論の構築に取り組み、その文学運動の中心的推進役をつとめることにな
った。「文芸上の自然主義」「自然主義の価値」（ともに明治四十一年）などに
集約されたそれは、文字通り 「宝典」とまで仰がれて迎えられたが、「真」
を求める自然主義理論と、本来 「美」を追う文学的立場に在ったこととの
相剋の果てに、抱月が行き着くのは『懐疑と告白』（明治四十二年）に具現さ
れる虚無・ 倦怠の淵だった。そして、そんな後年の抱月の姿を、 川副国基
はすでに「滞独帰朝日記」の中に見ていたのである。
その当否をも含め、抱月滞独中の、そして帰朝後の実態を知るために、
その記録の解読は不可欠であり、それは抱月研究に重要な一資を投ずるは
ずである。ひろく研究者の便に供すべく、翻刻を企図したゆえんである。
翻刻作業に従った者は、榎本 ・竹盛の両名と、一九九二年度、早稲田大
学大学院文学研究科博士後期課程日本文学専攻（近代）に在籍していた、佐
藤泉・十重田裕ー・中沢弥 ・ 朴裕河 ・ 畑中基紀• 和田敦彦の六名である。
抱月が観た劇の題名などについては、岩佐壮四郎氏の教示を得たところ
がある。
?? ?? ??
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翻刻に当たって留意した点は以下の通りである。
1 原型を保存するために、字体はあえて統一せず、基本的に抱月の用いている
かたちに従って採った。
• 異体字は可能な限り生かした。たとえば次のようなものである（カッコ内は常
用漢字）。
未（来）船（船）呉（呉）癸（然）穀（美）茄（節）粛（画）面（面）手（等）
・変体仮名はそのまま生かした。抱月常用のかたちを含めて、たとえば次の如
くである。
ク・（か） グ（が） さ（た） ざ（だ） l (に） あ（こ） 広（し） 哀（じ）
を（す）を（ず）
2 乎仮名と片仮名の混用はそのまま生かした。
3 清・濁については原型通りとした。
4 句読点については次のように扱った。
・句点は使われていない。また、読点かピリオドか判別しがたいものが多いの
で、文末などを含めすべて読点に統一した。
• 読点の有無は原文通りである。
・外国語の場合も、必ずしもピリオドとは判読出来ないものが多いので、読点
で統一した。
5 ¥ I/ 等の符号はそのままのかたちで生かした。
6 日付（月日）および曜日の後は、原文でのかたちにかかわらずそれぞれ一字あ
けた。この場合、原文に読点があるときはこれに従った。
7 見消（みせけち）の部分は、判読可能な限りこれを復原して原型をとどめるこ
とに留意した。
8 外国語の綴りについては、曜日・固有名詞などに誤りが少なくないがすべて
原文通りとした。たとえば次のような例がある。
Charch (Church) Phigsten (Pfingsten) Trohner (Tronen) 
Zapen (Zapfen) Haubenleiche (Haubenlerche) 
9 最少限編者が注を付した箇所があるが、その場合は〔 〕でくくり、ポイン
トを落として示した。 （榎本）
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日記帖オ三 明治州七年六月より
舟七年六月
六月一日 Tuしi!.JuyWednesday 半晴、高
楠、鈴木、平田、好本、山崎の諸子を招い
て茶、後丑Shaw君も未る、談宗教の事に渉
りて盛なりき、
六月二日 Thursday、半晴、風あり、十二時
高楠氏LiverpoolJ. 向かふを停車場 J.送る、
六月三日 Friday、晴、洋服背廣ー着誂ふ三
謗也、夜PaulingJ. カメラの覆布を頼む、昨
日独乙副島君 J.下宿の事など頼みやる、
六月四日 Saturday 快晴、午後Shaw君宅
J.茶会あり日本人のみ招かる、夜鈴木君未
?
り写真を現像す、十二時頃同君を送りて〔一字消シ〕平田君の下宿よ帰す
六月五日 M守そSunday、晴、午前MansfierdColl. l Fairbarnの説教を聞
＜元気よき説教振也夕方河辺散歩の後BinseyCharch l行き見る六時半よ
りの勤行也、
六月六日 Monday、半晴、副島君より独乙下宿の事の返事未る、弟より未
状、
六月七日、 Tuesday、晴、風あり、昨日Walton Crescent一番地のFraulein
Lorenzといふへ独乙会話稽古の紹介を申込みさる返事1より今日同人を
訪問、毎日一時間宛、此料二志と取極む、
六月八日 Wednesday、晴、午後SherdonianTheatre lてParryの音楽に
関する講義 i行く好本君及Paulingの者同行也、昨夜はBenson一座の
Sheridan作 ''TheRivals''を見沼、
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六月九日 Thursday、半晴、大谷君独乙より其弟君と未る、不在中なりし
かば後ClarendonHotel l之を訪ふ明日出立帰国との事、の筈なり、会は
ず、夜NewTheatre l Benson一座の "Othello"を見て帰り i右二君を
蕗ち合•待ち合はせHotell伴ひて夜半まで話す、
六月十日 Friday、晴、写真の袋出未、
六月十一日 Saturday 曇、
六月十二日 Muuu..iySunday 半晴、昨日新誂の洋服未る、今日始めて着
る、午後Hasringの茶に行独乙も続ける、
六月十三日 Monday 晴、夕より雨、 Paulinglて写真を試む、後茶、国
及長谷川君等へ郵便を出す、
六月十四日 Tuesday 曇、今日独乙を休む、雨
六月十五日 Wednesday、曇、
六月十六日 Thursday 昨日サムマース〔一字消シ〕より未状、副島君より
も返事未る、晴、
六月十七日 Friday 晴 Summersへ返事を出すり液の
六月十八日 Saturday、晴、午後Mrs.Max Millier、7、NorhamGarden 
を訪ふ、今夜はウースターのPastralPlayを見んとして忘却、
六月十九日 Sunday 半晴、午後より平田君宅iて茶
六月升日 Monday、晴、好本君 i五謗用立つ
六月升一日 Tuesday、半晴、午後NewColl. のGoodhart君の茶に行く
Freulein Lorenzも同道也、
六月井二日 Wednesday、今夜WorcesterColl. GardenのPastralPlayに
行く Milton物及Jonson物也夜気寒し、風情あるもの也
六月井三日 Thursday 晴、LondonW.C. のBedfordPlace28の下宿West-
gate Houseといふへ 〔一字消シl山崎君の為手弔秤月間一週三十五志のを掛
合ひし返事未る、
六月升四日 Friday 晴、午後三時過より平田、好本、山崎の三君とBoat
に行く蓋し之れグ別れなるべければと思ひて也、 Godstowlて茶を共に
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す帰路は雨よ襲はれ、雨中を漕き帰る、
六月井五日 Saturday、曇、
六月升六日 Sunday、半晴、 St.AldatesのChurchl Flower Serviceある
に行く、
六月升七日 Monday、晴、午後より好本君及Paulingの者等と舟i行くタ
方帰る、
六月升八日 Tuesday、晴、暑気強し、
六月升九日 Wednesday、晴、午後Robinsonlて茶、今日〔一字消し〕Pauling 
の者に告別の贈物す、
六月舟B Thursday、晴、暑気益強し、今日限り独乙教師を断る、八志（四
日分）彿ふ、
?
七月
七月一日 晴 Friday、近日愈此地を去る 1付荷造りを始む、夜PaulingJ. 
て最後の音楽匂舟~会、今日午後Shaw及Gyorgyの二君を茶に招く、山崎
君は倫敦J.行けり、
七月二日 Saturday、晴、風あり、荷造を終りinadvance J.て五箇さけ送
る此賃五志六片也、又今日〔？字消シ〕 tin box一箇十二志半のを買ふ、午
後PaulingJ. て茶、後音楽、夜RobinsonJ. 暇乞よ行く、
七月三日 Sunday 朝小雨、好本君と午後散歩、之を牛津最後の逍遥とす、
後茶を共にす、夜Paulingの讃穀歌楽会を聞きに行く、
七月四日 Monday 半晴、今朝好本君暇乞よ未る、Shaw君宅及Paulingヘ
暇乞J.行く、一時間許り音菜公最後の音楽を聞き悲しき別れして十時i
去る十時十分過馬車iて車よて宿を出で十時四十五分のi氣車ょて倫敦に
向ふ、着は一時半過也夜山崎君を訪ひ其の宿ょて夕食を共にし散歩の後
帰る、読売未る、 Berlin案内記を買ふ、牛津へ葉書を出す、
七月五日 Thursday、曇、稲寒し、昨日牛津を去りてより流石に住なれし
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地を離れさる情深し、 Dickins其他へ葉書・出す手紙及葉書を出す、新聞
及歌舞伎、圏書目録等未る、
七月六日 Wednesday 晴、暑気強し
七月七日 Thursday 曇、〔二字消シ〕昨日Cook Company by Ludgate 
Cirens l行き旅行券の事など聞き合はす、今日は高楠君のfSt.James Park 
附近の寓を訪ふ、 Bishopsgete停車場よりの列車を取り違へてe民e
Greenwichの方i行き更に引返して乗りかへ行く、末〔一字消シ〕松氏及（一
字消シ〕友枝君よも会ふ、 Dickins氏より 'JapaneseIllustration"といふ
書中の歌詞の翻諜を託し未る、独英会話辞書一冊をも贈り未る、
七月八日 Friday、晴、暑気強し、終日Dickins氏への返書を認む、 Lacke
District 〔一字消シ）より好本君Pauling(Mt1yt1凶皆〔一字消シ）c/ o Mrs. Head、
Compston Road、Ambleside、Westmorelandの宛也） 等より葉書手紙
等未れるよ対し返書を認む、夜遅くなりしかばれり、〔一字消シ〕
七月九日 Saturday、晴、暑気強し、今朝七時五十分に山尾君独乙より着
の筈 i〔一字消シ〕付VictoriaStation l早天i迎 i行く、昨夜眠足らず、
今日山尾君を山崎君の宿よ案内し後同道ょてPortraitGalleryなど見物、
午後予の宅i伴ひて茶を共にし又共 i出でヽタ食を濱ます、
七月十日 Sunday、晴、終日家にあり、 Gyorgy君と独乙会話などす、暑気
強し、
七月十一日 Monday、晴、午前山尾君を訪れされど不在、帰路Cooklて
独乙行の切符を買ふ、 Hamburg経由 iて二謗六（一字消シ〕片、二等の通
し也、水曜と土曜の午後八時四十分LiverpoolStr. Stationを発し十時
Harwichl着し直ちにGeneralSteamship Navigation Companyの訟よ
てHamburgl向ひ翌々月曜の朝上陸i氣車にて伯林に向ふ筈也、
七月十二日 Thursday、晴、暑、
七月十三日 Wednesday 晴、暑、高楠君より未電、日本人倶楽部にて日
本食を共にし後モーーコモニコのビールを呑み別尭令かる、
七月十四日 Tuesday、晴、暑、山尾山〔一字消シ〕崎の両君と日本食を共に
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し後RoyalAcademyを見に行く、夜NewTheatreし月 l五日Ii'1iuc1vJ 
Wyndhamの "TheLiars''を見る、 よし、
七月十五日
七月十六日
Friday、晴、暑し、荷仕舞などす、
Saturday 晴、暑、銀行にて独乙銭取替などを済ます後萩原
君と畳食よ行く北垣君未会はす、今夕いよ'--._/'独乙へ出発〔一字消シ〕昨夕
Summers氏へ荷預けの礼す本日名札箱を貰ふ、Summersの長男の嫁とい
ふグ小供を連れて未さる、夕方七時半宅を出づ〔二字消シ〕Summers夫婦及
Gyorgy君〔一字消シ〕見送る、 LiverpoolStr. Station lて荷物をregister
すとて更〔一字i肖シ〕に十四志半取らる、 おまけにCabinTrunkまで預けら
れて訟中の不便を未させり、 山崎君来る山尾君をば見失へりとの事、 八
時四十分発車十時過Harwich着直訟よ行く訟は二等といふもの汚く狭く
て居られず十志を彿ひ増して一等よ転ず外よ食料十志を要し結局Rotter-
dum線と差なきょ至れり、時間の長きさけグ損なる位也、此夜十時三十
分抜錨癸るに十一時頃港口 iてTu!J叫u水雷雷艇雷駆逐艇と衝突し、先方
は大破此訟は小破なれど明朝まで出船せずとの事一夜遅れる事となる水
雷艇の訟長は重傷を員へりとの事、此訟よは害傷者なし此訟の名は
''Hirondelle"也三千噸位のもの、
七月十七日
抜錨、
七月十八日
Sunday 好天気、甲板上少しく冷気を感ず、今朝十時半漸く
Monday、晴、昨夜未海少しく荒く今朝遅くまで娯娯臥床朝食
を廃す訟最の気なれば也、十二時頃起き出づ其一時間許り前にIsfuE!be河
i入れりとの事、始めは河の両片岸見えず只水の濁れるを見るのみ、後
河幅漸く狭まる、冷気強し、豫定より少し早く六時半過Hamburg港 i着
きKl』L:1lu1のi皮止場 i止る、部屋小使i二志、食卓小使に一志をやる、
荷を纏めて上陸、税関にWegnerといふ〔一字消シ〕人等等と同車して行く
荷物の検査など役人グ簡単に済まし呉る、直ちに馬車を駆りてKleitertor
の停車場 1行き八時四 I,'J) I四分のi氣車よ乗らんとす此所ょて又先の
Wegner君よ会ふ共に食事をなし荷運賃更に十一〔一字消シ〕馬半を彿ひ二
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等切符なれど三等 i同車して伯林i向ふ、夜中の汽車なれば眺めなし、
只眺るに土地の開拓せられさる平野に富めるを見る、十二時五分前伯林
の!,eLehrter停車場i着く、副島迎i未てゐらる、先に電報を送り置きさ
れば也荷物は其儘預け置き副島君の宅1行きて一宿し翌日宿i行かんと
す、電鉄にてThiergarten停車場まで行き後歩きて行くよ鞄〔一字消シ〕重
し、かへ....__,.,.に持つ、暑し、
七月十九日 Tuesday、晴、今朝朝朝食の後定めの宿f!mA.uguststr83のFrau
Winterといふi着く、高岡熊雄君よ其家よて始めて会ふ、部屋は大きく
善し、月〔一字消シ〕百三十馬也といふ、此家iは外にRoumanian一人（ニ
字i肖シ〕宿し居る外家内の者及ぴ若者一、二人あり、副島君も聾食を此所
iてす、後Friedrichstr.よりUnterden Linden Thiergartenの一部をあ
るきて返る、町は成程明るし、飾の家の外面あて.......___,.,..と多く且あま-.::..__,,,..
したるは予の趣味には合はぬ心地したり併し少し居なれて見ねば分らず、
店何となく淋しく女の衣服など田舎哀みさり〔一字i肖シ〕と感じぬ、店の品
物の背の仕切など i意匠を〔一字消シ〕凝らしたるものなとは多し、 Unter
den Lindenは眺めよし、下宿の部屋などの戸締錠前などの厳重さ英国に
は見ざる所也何となく人気Jべせつきたるが如く感ず外国人の吾等を容赦
なく熟視しては軽侮の眼色を隠さず現はす所、男女共笑り、英国と異な
る所也英国より来さる者は店に入りて一々挨拶する J心とを忘る、朝一時
間宛家内の者に語学の稽古を頼む、
七月升日 Wednesday、晴、副島君の宅に行き同道して公使館事務所
(Magdeburgerstr36)に行く牛津Paulingよりの端書来り居る、篠野氏に
も逢ふ紹介書ありされば也名簿よ名を記入せんとして同姓同名の頭（一字
消シ〕字の同じ人当国に居るを発見し迷〔二字消シ〕惑す、後UniversityJ. 行
き帰る、倫敦等へ書面端書等を出す
七月井一日 Thursday、晴、午後高岡君と巡査派出所i届書を以て同道し
後散歩、 Thiergartenの半部をも見る、戦捷門等をも一巡す、
七月升二日 Friday 晴、副毎食味は此国のが口に適するやう也〔一字消シ〕
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材料は貧し、
七月井三日 Saturday 晴副島君在訪ひ同来り同道してThiergartenの音
楽者記念像の辺を散歩す、 ZeltといふCaffelて倫敦の新聞を見る、独乙
のは両三日前より伝礼okalAnzeigerを〔一字消シ〕購読す、 Summers、〔一
字i肖シ〕 山崎君等より未書、
七月升四日 Sunday、晴、高岡君と散歩、夕立i逢ふ、 Paulingより手紙未
る、昨日大谷英亮君よりも未書、
七月井五日 Monday 昨日の散歩の序にはAusstellungGarten l入り今
年の新糊展覧会を見る手＝き、今朝好本君より未書牛津の寓に二人の未客
ある筈故自分は急に倫敦ヘ一週間許行くとの事、
七月升六日 Dienstag、晴、夕立あり、暑強し、夫谷昨夕は高岡君の送別
会日本倶楽部にありとの事に同君と同道して行く、夕食日本食の立食也、
夜十一時頃帰る、
七月井七日 Mitwoch、暑
七月升八日 Donnerstag、暑、此頃専ら日本服を着す、
（ママ）
七月升九日 Freitag、午後大谷英亮君を訪ふ、同英麿君がプリンス、ハイ
ンリッヒ号よて帰朝の途次遭難の事を聞く、
七月舟日 Sonabend、暑、晴
七月州一日 MSontag、暑、晴
八月
八月一日 Montag 今朝彿をなす宿料ーケ月百三十馬前月分と今月分の前
彿とに月謝を込めて二百一馬余の彿也副島君旅行との端書を寄越す、
八月二日 Dienstag 暑、晴、
八月三日 Mitwoch、晴暑、新小説早稲田学報等未る坪内氏よりも未状、
八月四日 Donnerstag、暑気強
八月五日 Fritag、晴
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八月六日 Sonaben、今夕方此宿の倅と同道夏服一着を誂へに行く、
八月七日 Sontag 
八月八日 Montag 洋服試着i行く
八月九日 Dienstag、
八月十日 Mitwoch 
八月十一日 Donnerstag 洋服到未、五十五馬也、副島来
八月十二日 Freitag、藤原氏へ手紙を出す、
八月十三日 Sonabend、高田氏への手紙早稲田学報への原稿と共に送る副
島君と散歩
八月十四日 Sontag、高岡君及宿の者とWestensTheatre 'Alt Heider-
berg''を見る、 Jlirsterは可也、他は拙し、
八月十五日 Montag 
八月十六日 Dienstag、宿の者等同道にてSchloss-Parkl行く写真をもな
す
八月十七日 Mitwoch 
八月十八日 Donnerstag 
八月十九日 Freitag 今朝早く好本君の金届く、
八月升日 、 Sonabend 
八月升一日 Sonntag、宿の者及高岡君七等とGrunaul行く好景也Spreeの
川下也夜 i入ツて船にて渡れる辺絶景、
八月升二日 Montag 
八月升三日 Dienstag 
八月升四日 Mittwoch高岡君ハイテルバーグよ向ふ、朝送りてAnhalt
Stationに行く、
八月井五日 Donnerstag、
八月升西六日 Freitag、夏外套を誂へi行く四十馬克也
八月升丑七日 Sonnabend 昨夕牛津より津よりTomatoesの出未さるを
送り未る
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八月井宍八日 Sontag 今朝倫敦より友枝君突癸未る、同道 J.てPotsdam
を見る、 J.遊ぶ夜帰る、好景也Wanseeより訟よて渡る、
八月升七九日 表巷e、Montag 友枝副島の二君とWinterGarten J. 入る、
天井の毎電燈を〔一字消シ〕星に仕立てさる（一字消シ〕匠面白し、朝は友枝
君とWagnerAf手Goethe等の像を写真しなどす
（ママ）
八月舟八日 Dienstag、王城、博物館などを友枝君と共に見る、夜e声宕f
玩 OperahousJ. AuberのDiovanniを見る、感服せず
八月川丸I―日 Mittwoch、友枝君出立するを送りてAnhalterBabnhof J. 
行く、
MLIULlt.lの役可i. 
去
4u 
九月
（九月〕ー 日 Donnerstag、夜ShillerTheatreに行くGrilparzerのMedea也女
主人公の役可也、
九月二日 Freitag、今朝〔一字消シ〕錬兵行列あり、 Unterden Linden J. て
Kaiserを見る、
九月三日 Sonabend、副島君とAquariumを見る、
九月四日 Sontag、午後動物園 J.行く、
九月五日 Montag、晴、梢冷し此両三日暑気跡戻りの気味なりしが昨朝の
雨より冷気未れり遼賜日本軍の手 J.入れりとの報未る、今朝公使館J.行
（ママ）
き郵物物の事を念を押し置く、
九月六日 Dienstag、副島君旅〔一字消シ〕行の由云未る
九月七日 Mitwoch、高田氏より未状併せて送金し未る独乙銀行へ掛合ひ
されど更に倫敦銀行へ廻附との事にて引取るKreuzberg行く
九月八日 Donnerstag、Barker君溺死の由新聞をPaulingより送り越せる
にて承知、平田君転居の報未る
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九月九日 Freitag、此地新聞の引用文にて倫敦新聞のDailyTelegraph 
従未は戦争に関して大の日本贔員なりしが急に変調の気味あるを認む、
九月十日 Sonabend、
九月十丑一日 Sontag、絵画展覧会に行く二度目也
九月十二日 Montag 近来冷気加はる、独乙銀行にて為替受取る
九月十三日 Dienstag 今夜小山君Bonnより着伯の筈の状来る
九月十四日 Mitwoch、今朝小山石坂の両君未る、同道出で、昼食を共に
す後小山君の宿l行く、
九月十五日 Donnerstag、独乙銀行支店に金預入れをなす又穀学書三四部
を誂ふ夜〔二字消シ〕、 SchillerTheatreに〔二字消シ〕Ibsenの "JohnGabriel 
Borkmann"を見る例のイプセン調也作柄も役も妙ならず
九月十六日 Freitag、午後小山君を訪ふ、そあにて松田といふ音楽を習ふ
といふ婦人よ会ふ、 Zeltl小山君と行く
九月十七日 Sonabend、午後〔二字消シ〕写真のVergrossungを試みんと思ひ
立つ、
九月十八日 Sontag、小山君来る共にTreptowl行く
九月十九日 Montag、
九月井日 Dienstag 
九月升一日 Mitwoch 
九月升二日 Donnerstag、昨日大谷螢亮君来る茶を共にしたる後散歩Tietz
よ行き見る、今日夕方小山君のMotzstr.の新寓を訪ふ、
九月井三日 Freitag、
九月升四日 Sonabend、
九月升五日 Sontag、展覧会l行く三度目也
九月井六日 Montag 小山君未る
九月井七日 Dienstag、博物館よ行く謡室閉鎖中
九月升八日 Mitwoch、NationalGallery l行く
九月升九日 Donnerstag、NationalGalleryよ行く、今夜ShillerTheat. 
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J. Anzengruberの喜劇 "DieKreuzerschreiber''を見る、別の奇なし、
九月舟日 Freitag、NationalGallery J.行 く、
尭 ＋月
十月一日 Sonabend、
十月二日 Sontag、小山君を訪ふ不在、 M山 u!Jul~Tl1
十月三日 Montag、MetropoleThet l行き見る小山君午後未る、
十月四日 Dienstag、
十月五日 M迅紐woch、
十月六日 Donnerstag、
十月七日 Freitag、時計一個Wertheimlて買ふ
十月八日 Sonabend 今朝穀学書の古本数部を買ふ午後 Operahous l 
Marchenspielの "Hanselund Gretel'を見る又 'Puppenfee"と題する
Balletをも見る、
十月九日 Sontag、Scharlottenburgl行く、昨日あさりより 寒気加はる&tov
Ofenに火を焚く、快晴
十月十日 Montag、快晴半晴
十月十丑一日 Dienstag 副島君帰れりとて未る、
十月一叶ここ日 Mitwoch、副島君を訪ふ、
十月十三日 Donnerstag、小山君とSchillerTheatre N. l Sudermannの
"J ohannis Feuer"を見る妙ならず、
十月十四日 Freitag 
十月十五日 Sonabend 転宿せんとて〔一字不明〕物せしも都合iて又延す
十月十六日 Sontag 
十月十七日 Montag 今夕小山+君を訪ふ日本軍遼陽附近にて敗れさりと
の報到る
十月十八日 Dienstag 
十月十九日 Mitwoch 今日午前十一時より大学iて入学式を行ふ、 一時
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前にi齊む、昨朝宿の婦人一人死去す家中禁陶し
十月升日 Donnerstag、大谷君の新寓にて日本食の御馳走よなりしは昨廿夕
也
十月升ーB Freitag 今夕四時前葬式 i会す花輪を贈る三馬克也過日 大
谷君の宅iて春雨君の小説の独繹を一見す
十月升二日 Sonabend、
十月升三日 Sontag、ShillerTheatreに独繹の ''KonigLear"を見る
十月升四日 Montag、露艦英人を殺すの報あり天下騒笑
十月升五日 Dienstag 
十月升六日 Mitwoch 
十月井七日 Donnerstag 今日講義始り妓術史を聞く
十月井八日 Freitag 昨夜ShillerTheatre l "In Behandlung''という喜
劇を見る拙し
十月升九日 Sonabend 
十月舟日 Sontag 
十月舟一日 Montag、早朝Casseへの切符を取りに行く、
十一月
〔十一月〕一日 Dienstag 早朝月謝彿lCassel行<;,<'て五十二馬半也
〔十一月〕二日 Mittwoch、昨日冬外套を誂ふ六十五馬克也
〔十一月〕三日 Donnerstag、天長茄、今夜七時より公使館にて夜会あり行
く日本人凡て六十人許り立食の日本料理、
十一月四日 Freitag、
十一月五日 Sonnabend、
十一月六日 Sonntag、午後托田雨KunstgewerbeMuseumを一見す、
十一月七日 Montag、隣室に末廣君巴里より未泊す
十一月八B Dienstag、末廣君と警察分署よ行き後散歩、
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十一月九日 Mitwoch、
十一月十日 Donnerstag、シラー座にグリルパルツァーの ''Judin von 
Toledo"を見る、クレオパトラ式の小なるもの他奇なし
十一月十一日 Freitag、
十一月十二日 Sonabend、
十一月十三日 Sontag、末廣を伴いPotsdaml行く午後小雨、暮i帰りて
直ちに公使館よりの招さの夜食よ招かれ行く松岡君外二三の未客あり
十一月十四日 Montag、
十一月十五日 Dienstag、今日Artilleriestr.17の四階よー室を借る約束す室
料月 l(一字消シ〕四十四馬但朝〔一字消シ）食附也、手附五馬を彿ふ、
十一月十六日 Mitwoch 中島半次郎君より未書
十一月十七日 Donnerstag、
十一月十八日 Freitag、
十一月十九日 Sonabend 
十一月升日 Sontag、末廣君とTegelSeeを見Humboldtの家といふ iて珈
琲を呑み其墓ある庭を歩行く
十一月升一日 Montag、
十一月井二日 Dienstag、
十一月升三日 Mitwoch、
十一月升四日 Donnerstag、Schiller座iて英のChamberの劇 "Die 手テ
Tyrannei der Trohnen"を見る英国の特色全く見はれず役又大下手、
十一月升五日 Freitag、
十一月升六日 Sonabend 
十一月升七日 Sontag、午後末廣君と議会の内部を一覧す
十一月升八日 Montag、新聞社 (LokalAnzeiger) より出せる書〔二字消
シ）四冊を買ふ明後日は転寓の積りょて今日小鞄一つを買ふ
十一月升九日 Dienstag、荷造りに取か、る明日引越の豫定也
十一月舟日 Mitwoch、雨、午後引越の所先方の都合iて荷物丈送り置き
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今夜一夜は旧宅よ留りて呉れといふ依りて副島君の宅J.行き其所い眠る、
此夕副島君とカフヱーよ行けるに客の中ゑきりに万歳と呼ぶものあり
（一字消シ〕
十二月
十二月一日 Donnerstag、今朝愈新寓Artilleriestrl7のMoserといふ家の一
室に移る、今夜Freundといふ小山
I二月二日F叫 lt.tg君の友人
i二月二と三人Potsdamer橋畔のWeihenstephanといふ料理屋ょて会合す
造園の事を修めさりといふ男也又其甥よて殻術史を専攻するといふ人も
未る筈なりしが未らざりし
十二月二日 Freitag、
十二月三日 Sonabend、
十二月四日 Sontag、大谷君を一訪せる後Philharmonyの音楽会i行く取
り合せのProgramm也、曇、
十二月五日 Montag、曇、副島君未る夕食を共にす雨
十二月六日 Dienstag、雨、夜PhilharmonyJ. 行く Wagnera bendなり、夜
悪寒を感ず
十二月七日 Mitwoch、雨、昨夜晩く藤原氏への手紙を認む今日夕末廣君
をSchmitの歴史講義ょ同伴す、今夜は宅1て夜食す
十二月八日 Donnerstag、曇後雨、 SchillerTheatr J. "Mutter Erd'を
見る例の問題劇風のものなり舞台騒がしすぎさり役者の下手なる為J.も
あらん
十二月九日 Freitag、朝小晴、
十二月十日 Sonabend 好晴、夜ApoloTheatr J.行く OperetteJ. て固よ
り寄席藝の目的よはあるべけれど英国のComicOpera J.. 比べて滑稽?一
層下等也題は'BerlinerLuft'といふ
十二月十一日 Sontag、朝晴、昨日末廣君伯林を去る、
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4二月 1二D Mu今朝坪内氏より新曲浦島及新楽劇論未る、小山氏未訪、
午より同道してCharlottenburgょMausoleumを一質す夜は松岡君にも逢
ひ同道1て中島君といふ小山君友人の寓ょて日本食の夜食す此夜帰りて
新浦島を読み卒ふ、
十二月十二日 &Montag 朝暴、後晴、
十二月十三日 Dienstag、雨、新小説未る
十二月十四日 Ji'~1 iLt1gMitwoch、雨、 Weinacht前よて市中近未大に賑ふ、
日本への新年端書を認む夜は公使館よての馳走l招かる元良氏等も未合
はす
十二月十五日 曇、夜Wintergartenl行く、海中の舞踊の光線の用方注意
するよ足れり、
十二月十六日 Freitag、今夜はHeiderburgerlて外国学生のWeinacht会
あり〔約二字消シ〕八時より始まる一時頃終るビールを飲みて興ずる也〔欄外
二別箪ニテ「Wei!).nacht」トアリ〕
十二月十七日 Sonabend、Beethoven Saal J. てDorolesといふ伊太利の
Singerの唄ム＾ ある 1行く音楽会ある i行く、昨夜の学生会iて会ひしMiss
Mate 〔一字不明「恰」力〕も隣席ょ未り会す、
十二月十八日 Sontag、午前好晴 ThaliaTheatre J. 英劇〔一字消シl℃har-
ley's Tante'の独諜を見る夜CircusBushを見る
十二月十九日 Montag、晴、尚講義あり、 BaronOsten Sacken 〔一字消シ〕
の1年と学校iて会し⑱ti情＾’附る、未る升五日の茶に来会の案内を受＜、
十二月升日 Dinestag、小山君を訪ふ、市島氏より未状妓学書二百円程買
ひ呉れとの事
十二月升一日 Mitwoch 郵便局 iてGyorgy君よ会す
十二月升二日 Donnerstag 此連日晴天、倫敦及牛津へXmasの贈物を出
す
十二月升三日 Freitag、曇、
十二月升四日 Sonabend、今夜は宿 iて夕食を振舞はる、夜隣室 iて
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W einachtbaumを見る
十二月井五日 Sontag、Weinacht也好天気、Franciskanerlて小山川名の
両君よ逢ふ同道して帰宅、夕方よりNeue Wilhelm str 2番のBaroness
Osten Sackenといふ露領〔一字消シ〕より未れる学生兄弟及其母の招きの
茶会i行く
十二月升六日 Montag 好晴、 Ritterstr 511のDr.Lowickeといふ〔一字消
シ〕老人の誘引iて伝活 Liedertafelの Herren-fur-stuck会よ行く
十二月升七日 Dienstag、晴、寒気租強し、夜BerlinerTheatre l B.Shaw 
の作 ~"Teufelskerl" を見る
十二月升八日 Mitwoch、朝晴、午後〔一字消シ〕小雪、寒し屋外の寒暖計朝
摂氏零下七八度也、倫敦サムマー氏よりの贈物ハンケチ半打を受取りに
Alt Moabitの税関所i行く手続の煩瑣言ふ許りなし、
十二月升九日 Donnerstag、雨、昨夜より高田氏への学校教程改正建議書
を草す、
十二月舟日 Freitag、雨、後雪、夜i入りて風加はり吹雪となる、 Dickins
氏より未状、夜NeuesTheatre l "Graf von Charolais"を見る、燻中
よ手を突入れ自ら焼いて恋を説く所などあり思い切りて猛烈なる悲劇也
十二月舟一日 !#Sonnabend、雪、吹雪、寒気甚しく屋外の寒暖計零下六
七度、坪内氏へ学校教課の事など言ひやる手紙を認め出す夕食後宿iて
除夜会をなすい連なる、一時頃市街群集の光景を見に行く、就寝二時
明治舟七年終了〔タテ書キ〕
明治舟八年（タテ書キ〕
一月一廿
一月一日 晴、寒気強し Sontag 十時起出づ、 Baron F志面及W.v.d.
Osten Sacken未訪、午後〔二字消シ〕 Franciskaner J, 昼食よ行き小山、川
名の両君よ逢ふ、後公使館i行き年賀して、又小山君を訪ふ夕方同道し
て川名君を訪ひ日本倶楽部よ行き日本食をなす、
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一月二日、晴、寒、新年状など認む、昼食J.Franciskaner J. 行きて始めて
旅順降れりとの号外を見る川名君も座1あり、後散歩を共にす、夜Residenz
Theatre J. 仏劇のi『Herkulespills''を見る結尾随分思ひ切ッて巴里的也
一月三日 雪、梢寒気稲ゆるむ、昼食の時小山君川名君と会す後小山君と
副島君を訪ふ在らず夜BerlinerTheatre J. "Zapenstreich'を見る流行
りしものなれど一向1奇なし只軍人の患といふ点グ恐らく伯林人の意i
叶ひしなるべし、
〔二字消シ）一月四日、曇、年末i坪内氏へWagnerOperaの写真凡て五十五
枚を送る今日午後斎藤清太郎君を訪ふ、
（ママ）
一月五日、晴、暖気あ、 り雨、夜SchillerTheatr J. "Grossstadtluft"を見
る、軽妙の方也、斬髪、
一月六日 Freitag、雨
一月七日 Sonnabend、曇、午後小山君を訪ひ共にKleiststr.28のP.Mate
を訪ふ、橡て約しされば也後小山君宅ょて夕食を共にす
一月八日 Sontag、晴、午後、七LessingTheatr J. Hauptmannノ "Die
versunkene Glocke"を見る、矢張り平ノ芝居としては感服せず
一月九日 Montag、昨夜はTrianonTheatre J. 仏劇"GlticklicheGilberte" 
といふを見るHennequineノ作1て此前Residentz座 1見しと同趣味ノモノ
寧ろ醜1近づく点多し、
一月十日 Dienstag 曇、昨日川名君よりの頼1て今夕SavignyP!atz〔一字
消シ〕の料理店よ催すといふ旅順陥落祝〔一字消シ〕賀よ読むべき朗味歌及軍
隊1送るべき賀状を草す、夕は七時より右の会1行く、四十人近き集合
也
一月十一日 Mitwoch、雨、 NeuesOpern Theatre J. て八時より慈善演藝
会ある i招かれ行く末にBallありき、
一月十二日 Donnerstag、半晴、今日始めてDrLoewicke氏ノ所へ稽古よ
〔一字消シ〕行く夜LustSpielhaus J. ''Familientag"を見〔一字消シ〕る
一月十三日 Freitag 晴、夕より新年始めてDessoirの妓学講義に行く、今
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日午〔一字消シ〕過StudentKartの交換J.大学へ行く又SchillerTheatr J.
今一回Abonnementをなす、池田龍一君の遺品といふ花を写真す夜現像
←月十四日 Sonnabend、晴
一月十五日 Sontag、晴、寒気強し午後小山君とSchiller Theatre J.
"Romeo両 undJulia"を見る、可なりの出来、
一月十六日 Montag、晴、寒気強朝窓外零下三四度、
一月十七日 Dienstag、晴、極寒、昨日高田氏へ送るべき学校規則改正建
議案及読売へ送る原稿等書き了る、
一月十八日 Mitwoch、晴、
十一月十九日 Donnerstag、晴夜SchillerTheatre J."Piccolomini'を
見る不妙、朝Lowack氏及Georgy君を訪ふ
十一月升日 Freitag、晴、
一月升一日 Sonnabend、昨夕大谷君未訪
一月井二日 Sonntag、晴、朝GoetheStr. の野田君〔一字i肖シ〕を訪ふ川名鈴
木の諸君在り午過までに写真を済ませ後CochJ. て昼食、 Tiergartenを散
歩して氷滑りを一見し夜WintergartenJ. 行く LindenRestaurant J.て夜
食を共にする際魯国に暴動起れりとの号外を見る、
一月井三日 Monday、晴、
一月升四日 Dienstag、夕雨、
一月升五日 Mitwoch、暴、
一月升六日 Donnerstag、午、〔一字消シ〕ルベク氏へ行くあと如例、夜川名
君と和独会へ行く、小人数なりき、小雨、
一月升七日 Freitag、晴、
一月井八日、雨、 Sonnabend、蝙蝠傘を失へる J.より新に買ふ十六馬也、
夜ThaliaThea tr J. "Grosser Stern"といふ滑稽Operaを見る、総じて
独乙の滑稽物は英国のよりも重くして不妙也
一月井九日 Sonntag、曇、午後 LessingTheatre J. "Rosen Montag" 
を見るソックリ日本の心中物にて 寸人茫—寸人を泣かす所あり殊に男
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優の顔の表情妙也到底日本在来の俳優i見難き所、
一月州日 Montag、曇、銀行より嵐も出す、夕方入浴、
一月舟一日 Dienstag、雨、銀行行、夕方入浴、
二月
二月一日 Mitwoch、雨、
二月二日 Donnerstag、雨、夜、 SchillerTheatrel''Wallensteins Tode" 
を見る、不妙也
二月三日 Freitag、半晴、昨日斬髪
二月 四日 Sonnabend、雪、
二月五日 Sontag、小山君野田君と散歩、夕、 日本倶楽部iて小山君とタ
食、松岡、乙竹の諸君とWintergarten l行く、
二月六日 Montag、
二月七日 Dienstag、
二月八日 Mitwoch、先日LeipzigのLiebischl誂へし書物到着、但全鉢i
は非ず
二月九日 Donnerstag、
二月十日 Freitag、
二月十一日 Sonnabend、宿の者とDeutschesTheatre l行く "DieBruder 
von St. Bernard"也不妙、
二月十二B Sonntag、昨日は雪、今朝晴、 川名、野田其他の-人々と犬の
展覧会よ行く、
二月十三日 Montag、晴、
二月十四日 Dienstag、
二月十五日 Mitwoch 
二月十六日 Donnerstag、
二月十七日 Freitag 
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二月十八 日 Sonnabend 
二月十九日 Sonntag、昨日弟より老父死亡の報到る、返事を出す一月七日
死せりとの事行年五十九歳也石州那賀郡波佐村柚根よての死、本姓佐々
山一平、
二月升B Montag 
二月井一日 Dienstag 
二月井二日 Mitwoch、Philharmoy行
二月升三日 Donnerstag 
二月升四日 Freitag 
二月升五日 Sonnabend、''HotelPompadour"一見、佛劇よ〔二字消シ）て
総じて佛の滑稽劇は軽味1妙あり行過ぎたる央如例、
二月升六日 Sontag、近日眠り不十分よて気分悪し、昨日入浴、今朝大谷
君宅iて写真など試む後散歩を共にす、夜 "Kaiser jager"をLessing
Theatre .1見る牙ー場の書割、パノラマ式1て人目を惹く、作は大したる
事なし
二月升七日 Montag、
二月升八日 Dienstag、晴、午後新築のMuseum粛室を見るRuben物及van
Dyke物の面白きあり、夜Philharmony.1行く
舟八年三月
三月一日、 Mitwoch、好晴、
三月二日、 Donnerstag、雨、 "ImHafen"を見る可作也、
三月三日 Freitag、曇
三月 四日 Sonnabend、昨日よて所聴の講義は凡て此期分了れり、 Kleines
Theatr l Hartlebenの ''Angele"及びTschechowの 'B註r' を見る双方
とも租不自然誇張の嫌あれど特色ありて面白し
三月五日 Sontag、曇、〔一字i肖シ〕朝川名君未訪
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三月六日 〔一字消シ〕 Montag 曇、
三月七日 Dienstag、昨日午後川名、小山の諸君を訪ふ、後川名君と日本
倶楽部J.晩食す、此頃満州奉天附近大戦の報ありて勝敗の程心元無しと
人々心配す、殊に今日敵軍好景気などの報あり、
三月八日 Mitwoch、雨、小山君今朝未る、昼食後副島君宅J.行く夜Phil-
harmoyの音楽会J.同行すBeethovenAbendなり、
三月九日 Donnerstag、朝課業行、奉天落城の報噂あり
三月十日 Freitag、半晴、昨日山尾君未る予不在J.て逢はず〔一字消シ〕
三月十一日 Sonnabend、禎、午後山尾君をRayreuterstr.の寓に訪ふ、西
園寺八郎君にも逢ふ、後同道してLindenRestaurant J.夕食を共にして別
かる
三月十二日 Sontag、快晴
三月十三日 Montag、快晴、小山君を訪ひ同道してFriedenanJ. 散歩す、
昼食を共にす夕山尾君未る
三月十四日 Dienstag、晴、野田君宅J.て夕食す
三月十五日 Mitwoch、ot日は午後PhilharmonyJ. てLiedertafelの稽古会
ある J.Lowicke氏と同行す、夕は同所のWagnerAbend J.行く、副島君
も未会す後共に夕食す、
三月十六日 Donnerstag、曇、 SchillerTheatre J.'廿缶そ "Haubenleiche"
を見る可也の作
三月十七日 （一字消シ〕Freitag、小松君より未状、 学校より為換未着の為催
促葉書そ書を高田氏宛J.出ざす
三月十八 日 Sonnabend、昨日より 曇、雨、石音像、一個三志半のを買ふ
三月十九日、 Sontag、晴、小山、川名の二君とGrunauJ. 遊ぶ、写真などす、
三月升日 Montag、雨、
三月井 一 日 Dienstag、雨藝、租寒し本日兼て修繕中のe戸 Kgl.
Schauspiel house開くとの事、昼食後小山、山尾の二君と散歩、夜音楽
会行
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三月升二日 Mitwoch、快晴
三月井三日 Donnerstag、Lowick氏宅よ行く
三月升四日 Freitag、
三月升五日 Sonabend、昨夕大谷君来るBerlinerTheatrのJosefKaintz 
の藝を一見せんと切符買よ行きけれど売切れ、後夕食を共にし又散歩を
共にす
三月升六日 Sontag、快晴、小山川名の二君とGrunewaldJ. 行く写真など
す、夜は日本倶楽部にて夜食広後小山君宅iて現像などす
三月井七日 Montag、晴LessingTheatre J. Ibsenの"Volksfeind''を大谷
君と見る
三月升八日 Dienstag、晴
三月井九日 Mitwoch、昨夕も今夕もPhilharmonyJ. 行く
三月州日 Donnerstag、雨、 "HerrenShon''~ といふ喜劇一見、作はつま
らず役者可なり iよし
三月舟一日 Freitag、朝雨、後晴、小山君宅ょて写真の引伸しなどなす後
散歩を共にす
州八年囲月
四月一日、雨、近日未陰晴更に定まらず時々駿雨未るなどAprilwetterの本
色なりと土地の人いふSonnabend、小山君とLessingTheatre J.Haupt-
mannがGrilparzerの物語より仕組める "Elga''を見る夢物語の眸也面白
し
四月二日 Sontag、悪天気、 NationalTheater J.Weberの"Freischutz"
を聴く、
四月三日 Montag、今日日本より為換郵便〔一字消シ〕着するかと思ひ七〔二
字i肖シ〕しに癸らず困却、先月末は小山君より百馬克借りて彿をせしが今
月早々には是非とも着せざればならぬ筈なるにどうした諜かと心配也、
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四月四日 Dienstag、Philharmony行如例、坪内氏より未状、学校の受持
課業の事など云ひ未る
四月五日 Mitwoch、天気如例、 Philharmony行、
四月六日 Donnerstag、風さへ加はりて悪天気、
四月七日 Freitag、Taubenstr. l小山君と同行
四月八日 Sonnabend、
四月九日 Sontag、Grunenwaldl小山、川名、西村の諸君と行く
四月 I今朝学校より為換未る、伊太利行旅費の事も云ひ来さる、
四月十日 Montag、Kg!.&ooSchauspielhaus l Matskowskyの"Ottello"
を見る、格服盤柄はよし藝もよけれど梢多く Moorlなり過ぎさりライプ
チヒのLiebischへ四十三馬克余の本代送金及新註文
四月十一日 Dienstag、田中宛幹事へ倫敦宛あとの送金の事を申送る、宅
へも手紙を出し家の事などいひやる、 Philharmony行
四月十二日 Mitwoch、Philharmony行、
四月十三日 Donnerstag、SchillerTheatre lて "DieLeibalte"を見る
可也の作
四月十四日 Freitag、Taubenstr.小山君と行く
四月十五日 Sonnabend、悪天気
四月十六日 Sontag、川名君野田君松原君と〔一字消シ〕Tiergartenを散歩す、
Central Theatre l酬 ''Troubadour"を見る、
四月十七日 Montag、寒し悪天気、露艦襲未にて噂とりベ..,./也、副島君を
一訪す、昨日はFriedrichstr.のKellerlて夕食を試む、
四月十八日 Dienstag、Philharmony行、
四月十九日 Mitwoch、寒し、
四月井日 Donnerstag、
四月升一日 Freitag 
四月升二日 Sonnabend 
四月井三日 Sontag、
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四月升四日 Montag、
四月升五日 Dienstag、昨日までにWagner〔一字消シ〕令寺のRingの内Gotter-
dammerungとWalktirとを見さり未月のZyklus.1中込君を送りされど多
分駄目なるべし
四月升六日 Mitwoch、天気や、よくなる
四月升七日 Donnerstag、
四月井八日 Freitag、
四月井九日 Sonnabend 
四月舟日 Sontag、副島君とMenzelAuststellungを一見す
回
五月
五月一日 Montag、旅行の経粛など考ふ、
五月二日 Dienstag 
五月三日 Mittwoch、
五月四日 Donnerstag、教師行
五月五日 Freitag 
五月六日 Sonnabend 
五月七日 Sontag、小山副島の両君とWerderJ. 櫻観i行く筈なりしが時刻
後れて別れ'-..,./に行く先iて〔一字i肖シ〕斎藤君 i会ふ、共にi氣車雑踏の為
夜二時二十六分のi氣車まで待つ帰りしは四時頃なりき此地の櫻は色全く
臼＜又葉多し日本の櫻とは異なり、衆人の花下の狂態日本の花見と異な
らず
五月八日 Montag 
五月九日 Dienstag、此頃天気続き、暑し寒暖計摂氏二十度よ〔一字消シ〕近
づく本日
丑丹品はSchillerの百年忌祭iて市中賑ふ、去るFreitagJ. はKrolJ. て学生
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の "Rauber"興行を見さり
五月十日 Mitwoch、宿の者とKg!.Schauspiel haus J.Schillerの "Tell"
を見るMatkowsky等之を演ず
五月十一日 Donnerstag 
五月十二日 Freitag、
五月十三日 ~Sonabend 大谷君とTegelJ. 遊ぶHumboldtsの墓な
ど写真す
五月十四日 Sontag "Thaud Stuart' をSchiller座 i見る
五月十五日 Montag、
五月十六日 Dienstag 
五月十七日 B面 Mitwoch、
五月十八日 Donnerstag 
五月十九日 Freitag 
五月升日 Sonnabend 
五月升一日 Sontag 
五月井二日 Montag 
五月井三日 Dienstag 
五月井四日 Mitwoch 
五月升五日 Donnerstag 
五月升六日 Freitag 
五月井七日 〔一字消シ）Sonnabend 
五月升八日 Sontag 
五月升九日 Montag 
五月舟日 Dienstag、野田、小山、川名、西村、金子、中田の諸君と〔二字
消シ〕 Spree Wald l遊ぶ暑氣強し、夜帰る、
五月州一日 Mitwoch、去る井九日よは有栖川宮伯林着 iて迎〔一字不明）出
迎 i行くべき由よて行く、 PotsdamerBahnhof午後六時時升分着也、独
乙皇帝以下の出迎あり
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五月）, 
六月一日 Donnerstag 
六月二日 Freitag、
六月
六月三B Sonnabend、独乙皇太子結婚入国式を見んとて小山金子の諸君
と出づ、暑気引続いて強し、
六月四日 Sontag、今日伯林を発せんとの豫定なりしも都合にて延ばしさ
り荷造の準備など忙し、暑、
六月五日 Montag 
六月六日 Dienstag、今〔一字消シ〕日当国皇太子結婚式
六月七日 Mitwoch、今日出立、昨夜は宅1て大谷副島の二君も未り別杯
を酌む、荷物は昨日迄に出し了へさり、大三荷及小一個Hamburgより船
i積ませ中一個はLondon送り、今朝八時宿を出で九時五分のi氣車にて
Dresden l向ふ、同行者は小山君也、西村野田金子、石坂、の諸君見送ら
る着は十二時也
六月八日 Dutll!l l,.tl!、叶日 Schaffelstr. のDeutschesHausといふホテ
ル J.泊る二人一室にて五馬也別に朝食一馬、今日直に粛堂を見るRafael、
Corregio、Reni等の名作多し、夕方葉書など出せる後市中散歩、曇天。
六月尭八日 Donnerstag、ドレステン見物の続き、〔一字消シ〕宝物室見事也、
午後Reichsstr.18のLangfeldといふ人を訪ふ、 Loewicke老人の紹介也、
六月九日 Freitag、朝八時五分のi氣車にてSachsisch-Sweitzを一見せ令テ〔ー
字消シ〕と出立すの上PragJ. 向ふ、KonigssteinJ. 下車、更にi氣車にてRathen
i返りそれよりBastei山1上り昼食已に一時近く也蹄りはB心 lし:i1Ratten 
より川訟よてKonigssteinまでそれよりi氣車にてPragJ. 着せしは七時也、
Poricer str. のEnglischerHofといふHotelJ. 泊る、二人一室にて 5Krone 
也外に朝食八十五Heller、此地言語全く BoemischJ. て少数の人のみ独乙
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語を用ひ得、貨幣は澳太利と同じ澳領也、 Badenbach令美＝といふ停車場
にて税関検査の煩あり、此日小雨
六月十-日 Sonnabend、午前市中一見、十一時升五分のi氣車にて〔一字消
シ〕Wien:l向ふ、六時五十五分着、 Tegetthofstr.一番のWiezu Hause 
といふ下宿i泊る、二室にて朝食附六クロー子也市中の夜景一見、曇、
時々雨
六月十一日 Sontag、PhingstenJ (一字消シ〕当りて諸々閉ぢさる粛堂など
あり、不便、総じて此地の人情、まめやかなれども諸事沈滞の状あり、
老衰の都会さるの感あるを免れず容貌も伯林に比して優形の人多し、又
世話好の人多し婦人の服の色の好み〔一字消シ〕伯林よりも優姜鮮明也物償
総じて伯林よりも高し、
六月十二日 Montag、今日もPhingsten:lて閉ぢさる店など多し、午前、
国立の粛堂を見る、 Tizian、Rubensに佳作あり、昨夜は Volks Prater 
の Sommerstheatrといふに Oppereteを見る、此地域凡て日本の浅草
公園の如く観せ物などの雑踏する所也、今日は其所のRiesenrad七i乗り
試む、 Wienには建築の見事なるもの多し、
六月十三日 Dienstag、公使館を訪ふ、 Opera house J BarbierのOpera
"Hoffman's Erzahlungen"を見る詩趣ある作也、
六月十四日 Mitwoch、今朝〔一字消シ〕九時五分発の急行列車にてBudapest
ょ向ふ、三才車 iては急行出来ざる為二等を追銭 iて買ふ I—也-Kronen
也二時五十分着、此地の地形はドナウ河を挟みて極めて穀也、下車の頃
雨、始めHotelHungaria J行きCaffeを呑み部屋を聞きしもよき室無し、
他ょ二軒程聞きされど見当さらずよりてHotelde Parisといふ i行く一
室二人にて六K.六H.也朝食等は別也不潔也、
六月十五日 Donnerstag、雨時々未る、而も暑しMargaret島王宮其他を見
る、豊食をBarssalyUtcaの11の12号FrauMorvayといふよてなす此家
にて当地の人〔一字消シ〕 Kerkesi君其他よ出会ふ、客ずき懇意ずき〔二字消
シ〕は此地の人の性向と見えさり、又FrauleinOtill Kellnerといふ 1も会
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ふ、夕食をも若キ此家iてなす
六月十六日 Freitag、午前National Museumを見る、夜はKuuigli山
Kirali-Seinhag (Konig Theater) J. Petofiの作 "Janne''と題するIdylic
その作を見さり、面白し、
六月十七日 Sonnabend 総じてBudapestは市街洋風iて整頓し立派なる
;}, と他欧州の大都し奥ならざれず i聯も譲らず東洋の特色といふ如きも
のはあらゆる方面よ於て已に消亡したるを見る、人上の土地の人に之を
問ふも千年の久しきを経されば当葵なりとで怪まず東西文明の接獨とい
ふあと i干する研究の一材料也優オ文明グ劣等を征服したる形也只稀に
妙なる東西技術の結合品を見るよとはあり又顔面も欧州的となりされど
〔一字消シ〕猶顧骨骨高く這しきHansの骨相を残せるグ多しFrauSepecyと
いふ(NapUtca29.)よりの招にて同家に行き馬車同乗にてStadtWald-
chen J.行き夕方よりは更に其主人とも同乗して同所に夕食を岩食せられ
土産を貰ひなどす此Sepecyといふ婦人とはWienの下宿に相識れる也、
六月十八日 Sontag、昨日会Osterreichの王グ此地のJosephといふ副太守
の〔一字消シ〕葬儀よ会せんとて来これを見る淋しき乗込にて王者の壮厳な
し、土地の人には〔一字消シ〕Osterreichより獨立せんと1康慨するもの多し、
昨日は亦さKerkesi君の親戚の人の家にて粛を見る、
六月十九日 〔二字消シ〕Montag 晴、今朝八時発ょてFiumeに向ふ、夕七時
十四十五分着直にi氣訟よてAnconaJ. 航す、Adriatic海上満月い近き月を
見る絶景也
六月升日 Dienstag、晴、朝六時Ancona着、直ちに六時五十分のi氣車にて
知 RomaJ. 向ふ、暑気漸く強し、途中五十Cent.の弁当を買ふ葡萄酒附よ
て穀味也、山水の色空の色、風の匂ひ凡て日本を想起せしむ二時五十分
Roma着直ちに（一字消シ〕馬車にてViaAeciliaのMuut11uし:42番なるMadame
Teaといふよ宿投宿す、
六月升一日 Mitwoch、朝SanPietro J. 行き寺内を見る、午後公使館i行
き夕は市街を一見す、 S.Pietro寺の壮観は流石に人をして基督教の富と
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権力とを結晶せしめたるものたるを覚毎えしむ、MichelaAngeloのPietro
の粛、〔一字消シ〕入〔一字消シ〕りて右の壁にか〔一字i肖シ〕かれり、
六月升二日 Donnerstag 晴、午後急雨来る、あと昨日と同じ、朝はVatican
よ行されど枝の聖日にて閉ぢさりよりてForumRomanusの（一字消シ〕廃
趾舎墟の掘出されたるを訪ふ又Amphetheatrの廃址をも見る此辺一面古
羅馬の跡也史上の感懐多し、暑気強し、一昨日は車中 iて益井君といふ
十歳の頃興行〔一字消シ）師に連れられアメリカに渡れりとし lふり虐待を受
け遂に伊太利人に救はれ已に七年此地にありといふ若き人に逢ふ、又今
夜はCaffeAlo 〔一字消シ〕 gna J. て相徳君といふに逢ふ、
六月升三日 Freitag, 晴 朝VaticanょてミケランゼロのSistinaChapelの
天井粛 Raphaelの邪蘇昇天圃Laokoon像そ尭等を見る、午後はVincoli
のS.Pietro寺よミケランゼロのMos~日引象を見る、絵葉書など買ふ、昨
夜有島君といふが未れる由 iて今日逢ふ、
六月井四日 Suuul.:igSonnabend 朝Pantheonを見、 PiazzaQuirinale J. 
Phidea及Praxitelisの作と称する馬馴らしの大像を見又其所の粛室〔二字
消シ〕にReniの天井翻 "Aurora"を見再度Amphetheatre及Romanumな
ど見写真など試む、此夕公使館にて H本食を嬰せらる、
六月升五日 Sontag、熱ありて頭重し、終日臥床、解熱剤など服す、
六月井六日 Montag 猶熱あり午後散歩を試むキニー子丸を買ひ帰りて服
す
六月升七日 Dienstag、今日病気軽快、明日出立の準備などす益井君とい
ふら来る、副島君などへ葉書を出す
六月升八日 Mitwoch晴、朝九時ローマ出立、二時四十分フヰレンツヱー
着、 Hotel!½両 A.Bonciani J. 〔一字i肖シ〕止まる、停車場間近ょて好き宿
也、〔一字消シ〕
六月升九日 Donnerstag、生憎ピーター祭日 iて掘堂など見るを得ず遺憾
ながら其ま、出立、午後二時過の停車也、当地にてはカテドラルの建築
の外観の妓及色彩を自由に之に用ひさる央人の目を驚かす
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六月舟日 Freitag、昨日夕九時頃ヱや子チア着、此間墜道多く暑気酷烈、
Venezia lてはHotelde Romeといふに宿す、ゴンドラ iて停車場より
宿まで二人ょて一R.半也〔一字消シ〕河中夜訟の景極めて風情あり、燈火歌
声、水上の街衛、皆夜色i調和して言ふべからざる風趣、此夜当地オー
の繁昌地さるSanMarco茫見る、 よ行き見る、
〔一字i肖シ〕
七月一廿
七月一日 Sonnabend、今朝Munchen着、ヱ子チア出発は眸昨日午後二時
也着は六時半頃、佐藤君 (Waltherstr18)といふグ未り居る三人カフヱ
ーを呑み下宿をMaximilianPlatz 5のPensionFontanaといふi定む二
八ー室にて五馬也市中見物、
七月二日 Sontag、Pinakotek新旧共に見る新には Boklin、Kaulbach、
Lenbach等の作あり又旧 iはDeutsch派、西班牙派和蘭派等の佳謡多し殊
にRubens、Dlirer、VanDyke、Rembrandt等多し又FrauenKirche l 
も〔二字消シ〕行き見る、
七月三日 Montag、Gryptotekl行くGreece物の古彫刻珍品あり、午後Hof
Theatrの内部を見物す
七月四日 Dienstag 今朝七時四十分停車場にて小山君i分れLindauより
Boden Seeを渡りRomanshornより知Zurichよ出で三四時間西端西を見
て夜i氣車九時十二分発十一時Basel着乗替十一時五十五分発翌朝八時巴
里通し、 BodenSeeの通訟上の眺めよし又Alps山脈はLindauの遥か手前
より已に車窓毛窓を堅して見るべしTurichは湖畔の小市四方の風景佳な
れど当日は暑気強かりし為め湖岸すら長く留まるに堪えず、夜急雨あり
七月五日 Mitwoch、朝八時L'Estの停車場着、時差と線路差の為豫定の十
時十四分より二時間早くなれる為未てゐて呉れらるべき鈴木君見えず馬
車を傭ひてHotelSoufflot、9、Ruede Toullier、(PresPantheon) l 
行く恰も中島君グ迎ひよ来て呉れられんとする所に会す、直i四号室よ
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入る一日三フランの宿料、朝食七十サンチーム、食事はーフラン半との
事、此日午後中島君とノートルダ〔一字消シ〕ムなど見る宿には金子、村川、
の諸君もあり、倫敦正金銀行i為替引替を申やる、 Nuttの辞書など買ふ
七月六日 Donnerstag、〔一字消シ〕村川君と公使館1行き又凱旋門など見る
ンヤ>ChampsEleyseeなども見る午後はループルよ入る昨日はLuxem-
bourgの薗及彫刻を見る、ループルは流石に珍品多し今日伊太利派の半分
迄を見る〔一字i肖シ〕夜雨あり村川君とGrandBourlvardを散歩す金子君明
日出立の為今夕は會食せり
七月七日 Freitag、朝金子君を停車場まで送る午後はLouvreJ入る佛派を
残して他を一見し了る、又Venusde Miloをも見る、 ChampsElyseeを
更に一見す、
七月八日 St1Lu1 LluSonnabend、午前ConcordPlace及Napoleonの墓の辺
など写真し且一見せんとせしグ墓は此日閉鎖午後鈴木君未る夜杉山君と
Grand Bourvardの辺散歩Olympiaをも見る、
七月九日 Sontag、両三日未快晴、暑気強し、鈴木君とVersailleの宮殿一
見i行く、i氣車よて一時間程也宮中の絵粛iはさしたるもの無しLeBrun-
neのMarieMadeillainの〔一字消シ〕肖像よしと思ひぬ庭内、GrandTrianon 
宮の装飾Imperial式のもの余の意i合へるグ多しヱリレサイユ宮のはあまり
にコテ々々したれどツリアノンのは王者の威権富貴豪壮の味見はれて面
白し我グ金蒔係會セ祠など、同じ味也、庭園は感服するものも無し、唯要
するに当年王者謡奢の跡を見るべし、
七月十日 Monday、今夜OperaJ行かんとて切符を買ふ又CookJて倫教
までの旅行切符をも買ふ、 Operaは九フラン iてParterre也、 Cookのは
二等iてDieppeより倫敦まで二十七フラン余なりき、後Madeillain寺、
Trocadero、EiffelTower等を見、 Napoleonの墓よ詣づ墓の辺よは窓を
〔一字消シ〕蒼く染めて蒼き光線を取り奥の十字架iは暖色光線を取れり、
穀しとはいへど租芝居染みさり、
七月十一日 Tuesday、昨夜Operaを見る、建築の内部梢飾り過ぎされど妓
-87-
し、 Opera其物はSignardJてさして面白しとも思はず、今日Louvre及
Luxembourgを再見す、近世物を見る iはLouvereの中なるThorny
Thiery Collectionを見落すべからず Corot以下此頃の訛の佳作極めて
多し十九世紀は仏の謡の時代よして而して此時代の仏派はImpressionist
よ尽くべしDavid以下Delacroix、Ingres、面白からざるよ非ねど新古の
中間に漂ふ気味あり、Ingresの裸餞粛よ面白き所あり新派は要するよ景色
謡の勃興iしてRousseauDaubigny、Dupr邑妾石等は之グ先駆さりとい
へど要するに末ざ所謂新派の特色を発揮しさりとはいふべからず〔二字消
シ〕旧派景色謡より多くを出でずRu:.,:.,叫 Uの樹ホCorot、MilletJ至りて
漸く新面目を認むべし而も尚未ざ次期の如く極端iは行かず、 Rousseau
の樹木、Daubignyの水岸Corotの人物を央しさる詩詩的景趣、Milletの農
事謡皆特色あるグ中よ母予は尤Corotを取る、景色謡として蓋し尤予の意
に合へるは此人の翻風なり優しく味i充ちさり、次期Manet、Moreau、
Chavannes、Bastien-Lepage等i至りて新派の外形益極端i近き遂よ現
時のMonet、Degas等i其極所を示せり
七月十二日 Wednesday、今朝九時頃宿を立つ、村川、杉山、中島、鈴木
の諸君見送らる、十時二十分〔一字消シ〕Saint L'Azal停車場より発して一
時半Dieppe着、直ちにi氣訟iて五時半NewHeaven着、又すぐi氣車七時
半頃倫敦着Summers氏宅i落ち着く、
七月十三日 Thursday、高楠、友枝の二君を訪ひしも不在、
七月十四日 Freitag、 '書館行
七月十五日 Saturday、
七月十六日 Sanday、夕方教会行、
七月十七日 Monday、圏書館行、
七月十八日 Thursday、圏書館行、夜宅の者同道1てElephant& Castle 
座よ "RoyalDivource''を見る、
七月十九日 Wednesday 午後Garrick座 JSurlu作の "Wallsof Jeri-
cho"を見るLondonのWenstend Lifeを打撃せしもの、一寸面白し、タ
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方より高楠君を同道して日本人会i日本食を喫す、永野君外一人も同行
せり、夜はビールを飲む
七月井日 Thursday、藤原氏の為に古本を買ふの奔走などす夜Lyrick座 j
,，Breeds of (二字消シ〕 Treashams"を見る、 MartinHarvey向のもの時
代物也、 ''OnlyWay"など>似さる結末、
七月升一日 Friday、買物などす、終日市中よあり
七月升二日 Saturday、荷造りに忙はし
七月升三日 Sunday、雨、荷造りなどす
七月升四日 Monday、朝買物午後荷造りす夕方京都藤原氏への荷一個を郵
訟会社よ託して発送す書籍也、明日朝出発の筈なりしもLloyd支店より電
報未り寺寺明日夕方出発の事となれり、
七月升五日 Tuesday、晴、欧英国は今+戸ト日限り也午後九時二十五分
Waterloo停車場より発足の筈、夕方ょ至り 電報u氣訟会社支店よりの）
文の誤読iてi氣車は朝の九時過か夕の四時過なるべきあとを発見して大
騒ぎ、電話にてSouthampton.1掛合ひさるに幸ひ訟グ霧の為に遅れ
砂明朝出帆との事よツて直ちに出立九時五十分発十二時七分South-
ampton着のi氣車に乗る、サムマー夫婦ArthurBromleys村上等の諸君送
り未る、 Southamptonよては荷物時間遅かりし為荷物は停車場に預け宿
屋に泊る、 Arturも未る、
七月升六日 Wednesday 晴、朝六時半通訟よ乗り込む、 Roon琥の出でし
は八時過九時なり、谷口君も乗り込み居れり、 Artur船まで送り未る、海
は穏かなれども霧あり、訟足遅し、
七月升七日 Thursday、晴、 Kimを読む、
七月升八日 Friday Biskey湾も浪無し、
七月升九日 Saturday、一昨日より同訟の英人Hirstといふ人と日本語と英
語の母emSlangsとの交換教授をなす、今夕九時頃Gibraltarよ着、訟暫
時滞りて夜半後出発、此処より降りし人もあり、
七月舟日 Sunday、地中海i入りされど海上極めて平穏也
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七月舟一日 Monday、
八月
七丹八月一日 Tuesday、正午過Genoa港よ入る、山腹i亘りて海上よりの
眺めよき町也、聾食後谷口、家坂の二君と上陸CampSantsの墓地よ行き
見る、無数の墓よ彫刻、装飾の妓を墾せり、 impressiveの所無し、帰途
Dinegroの公園をも一見す夕方駿雨、夜海岸よ出でヽ涼を取る、夜暑くし
て寝苦し、
八月二日 Wednesday、今朝写真の現像液など買ひに出る、又昨日の〔一字
消シ〕費用の精算をす、一人前一馬五十許宛也十一時訟出発、海上不相変
穏か也
八月三日 Thursday 正午頃Nt.1μulilNapoli着、二時頃より上陸、
Museum J.Pompei其他の古壁薔古胴剖彫刻等を見る、古壁〔一字消シ〕
装飾の小朧殊に面白し色、摸様等1専門家の参考となるべきもの多しと
覚えぬ、此地より予の訟室1も一人独乙人ょて横濱1未るもの乗り組む、
此地水族館をも見る、此日の費用五馬余也、夜十一時頃出帆
八月四日 Freitag、
八月五日 Saturday、
八月六日 Sunday 
八月七日 Monday ,:if: 午領、午前PortSaid着、土地〔一字消シ）の商店よ
傭はれ居るといふ日本人未る、上陸はせざりき、暑気強し、夕方カナル
1入る
八月八日 Tl1uぃLlt.1Y、Tuesday Suez canalを抜けて午後二時SuezJ. 着、
夕方紅海い向ふ、
八月九日 Wednesday 暑気酷烈 1して耐えがさく器械室ょては寒暖計華
氏百十六度余なりといふ、
八月十日 Thursday、紅海1あり暑気不相変強し、
-90-
島村抱月 r滞独帰朝日記』
八月十一日 Freitag、仝上
八月十二日 Saturday 朝Penanl着く紅海を離れて風冷しく凌ぎよし土
人の物売i未るもの多し、午後出帆
八月十三日 Sunday、（一字消シ〕浪荒く、訟揺れ訟品の気味あり、之よりコ
ロンボまで一週間最も間断の長き航路也
八月十四日 Monday モンスーンょて追手の風強く訟輩よか、るもの多し
余も二日間食事進まず閉口、暑気は風あるさめに〔一字消シ〕下りて夜分な
ど甲板の上は寒きあとあり、
八月十五日 Tuesday 風や t収まりて訟祉の気も薄げり、
八月十六日 Wednesday 明日夕より二等訟客iてSmokingconcertを催
す故加入し呉れと⇔舌:いふ且何か日本の藝をとの事なれど他に仕方なけ
れは英日両文混合のFarce;!'策の短きもの ''Lossand Gain"といふを作り
よか、る席上にて読まんとて也会費は四馬半也
八月十七日 Thursday、雨、今タタ方より九時より食堂iて会を開く索人
藝尽し也今夜は冷しき為寝安し前未二夜程訟室の蒸し暑きさめ安眠し得
ざりき
八月十八日 Freitag、コロンポi近づきて暑気まさ加はる、夜十時頃着港、
新聞を買ひて平和談判の末、落着なる由を知る、〔一字消シ〕此度は上陸せ
ず石炭積の為汚穣甚し、早寝、
八月十九日 Saturday 午前八時出帆、風ありて冷し
八月升日 Sunday、Zangwillの "GreyWig"と題する短篇集を読む、
八月井一日 Monday、曇、冷気好適前日未の如し
八月升二日 Tuesday、好晴、冷風絶えず、今朝スマトラ島を右i見て東航
す夜二時頃Penang着、翌
八月升三日 Wednesday 今朝八時頃出発、 此地にてMat子マンゴスチンと
いふ 〔一字消シ〕菓物を試むうまし或人は之を世界牙ーの穀菓なりと讃す、
八月井四日 Thursday、午後二時頃Singapore着、渡欧の時i寄りし波止
場とは別ょて独乙訟は直よ独乙波止場に横着け也、碩田館といふ日本ホ
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テルi番頭と共に日本食を試みに行く、谷口家坂の二君後ち前川君も未
会わす、据風呂等の設けもありて甚ざ快し、此彿行がけの馬車賃と共に
十一弗半也、外i茶代二弗帰りの馬車賃一弗等を要す結局一人四弗許サ
令足らずの費用也、ロンドンサンマース氏よりの未状中に村上君と共に
取りし写真ありSingaporeより上陸する人多し此地よりは支那人の乗込多
し、日本の婦人も二人乗込めり、此地は暁〔一字i肖シ〕海よりの眺望絶佳な
れど要塞地なれば写真するを得ず
八月升五日 Friday、衆雨時々到る、今朝八時出帆航路北々東二向ふ、
八月井六日 Saturday、風ありてさまで暑からを三井の中村君同乗
八月井七日 Sunday、
八月升八日 Monday 
八月井九日 Tuesday、午後三時頃香港着、中村君の三井の小蒸i氣にて直に
上陸、同行五人也三井iて金子満介君といふ仁の案内にて買物などし後
支那料理など試む龍眼肉、水瓜の実など及ぴ茶を先づ供し後八回許り食
を換ふ、中にはフカの鰭、燕巣、鳩の卵など珍なるものあり、酒は政塊
露とて味淋の無毛強きもの 1似さり、隈内熱き手拭を持未りて汗を拭は
しむ、只家内器物などの汚きあと閉口也妓生三人、琵琶〔一字不明、「飢力〕
を弾じて代る々々歌ふ給仕は凡て男也此彿凡て三十二円也後野村といふ
日本料理屋i真島店い lふ人のよ〔一字i肖シ〕馬島君といふ醤師の案内ょて
行く、此彿十九円也、船は翌日出帆の筈
八月舟日、 Wednesday、今午後前出帆の筈なりしも朝未大風の徴あり出帆
見合せとなる風次オに募りて大暴風雨となる訟港口まで進みて投錨す桟
橋附近を離れんグ為也終夜凄じき音訟室を翠めて小止みなし此風日本寺
内地i進まば二百 1日二百十日は丸つぶれならんなど人々言ふ
八月州一日 Thursday、今朝梢凪げりなげなげり、日露事件平和條約出未
たりとの報を聞く、依て今一度谷口中村南の諸君と上陸、條件の摸様な
ど〔一字消シ〕聞くよ末ざ明ならざれど甚ざ不十分のものヽ如しとて人々気
分引立さず〔一字消シ〕出帆午後三時といふに中村君の三井の社宅といふに
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行き豊食の饗応を受く、此辺高地にて眺〔一字消シ〕望よし、輪iて往返す
此賃一人片道二十曳宛也三時出帆
研
九月
九月一日 Friday 朝夕は冷気漸く加はるを覚ゆ、好晴、日中は暑し、蓋
湾沖を過ぐ、海静也、
九月二日 Saturday、好晴、〔一字消シ〕此辺より海水時々黄也八時三十五分
黄海に入る、
九月三日 Sunday、四時上海沖呉沐公よ入る、森夫：〔一字消シ〕といふ海軍佐
（ママ）
官の傭訟小蒸i氣にて中丸、南の諸打及谷口家坂前川の諸君ど直に上陸、
豊陽館といふ旅店にて夕食後、夜八時頃より四馬路の丹桂茶園といふ支
那戯場よ去到る、観劇一時間許にて出づ、入口に便所ありて臭気甚し、
舞台の構造は極めて簡粗、奥は普通の硝子戸にて〔一字消シ〕仕切り、書割
道具立といふもの更に無し、囃子方及道具方とも舞台正面i居り、〔一字消
シ〕入口は上手下手の両奥よあり、多くは役者下手去口より出で、上手口
に入る、立廻り〔一字消シ〕は取ツさりにて持切り、顔の隈取のgrotesque
なるあと甚し、二場目に道化的濡場あり一寸見るに足〔一字消シ〕る、他は
殆ど論外也囃子の騒しき;},と限り無し歌詞と曇詞のチャンポン也幕合と
いふもの全くなし、見物は卓子〔一字消シ〕を園みて座し得るあと独乙あた
りの寄席のそれと同じ、茶を碗に盛りさるを持未る、番附は紅紙に摺り
さるを持未る、見物の騒々しく勝手に立あるき且高整〔二字i肖シ〕に話合ふ
様乱暴也、此費用四五十曳を超えず上海オーの〔一字消シ〕支那劇場也、途
中四馬路は支那街の最繁富の所、妓楼軒を井べ、街上には藝妓の輿を飛
ばすもの様こし引きもきらを、
九月四日 Monday 馬車にて支那〔一字消シ）城内街、愚園、 1長園等を見る、
城内の街衛の狭くして不潔なるJ心遠多し、〔一字消シ〕内園といふ私人の庭
園など見る、愚園は之亦私有の庭園の由なれど、建物、庭の造りなど遊
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致を極め、立派のもの也就て茶を喫す、〔一字消シ〕短艇は今夜九時発（上
海の岸より船の繋れる所までは約二時間）の予定なりしも明朝 i延びさ
りといふよりて食後直に六三亭といふに車を馳せて會飲す、森、中丸の
諸君も会す、
〔二字消シ〕九月五日 Tuesday、八時発の短艇にて帰訟、豊陽館への彿五人
にて三十六円余茶代二十五円、ヂ寺総て六十二円許りの支彿也此日も訟
出でず、荷卸の都合也といふ、
九月六日 Wednesday、涼風ありて秋の気なり、午後二時出帆、今日日露
平和條約〔一字消シ〕締結との報を新聞にて見る、斬髪、
九月七日 木曜、海上1あり
九月七八日 弁吋r曜、朝長崎1入る日本の山水の色真よ妓也、東京ょて平
和條約不平の為一揆ありとの噂を聞く、家坂谷口の諸君と上陸、昼食Hirst
君などをも市中一見の指圏す
九月九日 金土曜、昨夜出帆内海の景色絶佳、＂仕叶布す庶 It,t, t')ャU酎出臥ばす
る.;tし多し
九月尭十日 士日曜、神戸着、好本君を誘ひて〔一字消シ〕ー泊、翌日京都に
藤原氏を訪ふ、夕方帰訟帰神
九月 1日D暉、更に同家ヘー泊す、翌早朝帰訟
九月十一日、月曜、〔一字消シ〕訟出でず午後漸く出帆夜熱あり頭痛、
九月十二日 火曜、夕六時横濱着、学校より田中君始め旧友の人々未り迎
ふ、妻子皆無事、同夜十一時頃東京牛込喜久井町三十五番地の寓1着す、
満三年半と五日の欧州留学了る、
（えのもと たかし教育学部教授）
（たけもり てんゆう 文学部教授）
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